
青切符が導入
自転車違反

町技能功労者表彰町技能功労者表彰町技能功労者表彰
　この表彰は、優れた技能を持って30年以上
同一の職業に従事し、後進の指導・育成や地
域社会に貢献された功績が認められた方に贈
られるものです。受賞者は次の方です。 長谷川 幸男 氏

（理容師）

国民健康保険の脱退・加入の手続きは忘れずに国民健康保険の脱退・加入の手続きは忘れずに
　国民健康保険の脱退・加入手続きは、職場の健康保険の加入または脱退後、14日以内に行ってください。

■持　・職場の資格確認書または資格情報のお知らせ
　　・町発行の資格確認書または資格情報のお知らせ
　　・本人確認書類（運転免許証など）
　　・マイナンバーが確認できる書類
　　　（マイナンバーカードなど）

脱退 （就職などで、職場の健康保険に加入したとき）

■持　・社会保険資格喪失証明書または離職票など
　　・本人確認書類（運転免許証など）
　　・マイナンバーが確認できる書類
　　　（マイナンバーカードなど）

加入 （退職などで、いずれの健康保険にも加入しな
　くなったとき）

口座振替口座振替
国民健康保険税は

で

自転車を利用する皆さ
んへ

４月から、自転車違反に
　道路交通法の改正により、自転車
への交通反則通告制度（青切符）が
導入されます。青切符の取り締まり
は、16歳以上の方が対象です。
　交通ルールを守り交通事故に遭わ
ない・起こさないようにしましょう。
■問　危機管理課＊２２８５対する青切符が導入されます

携帯電話使用など（保持） 傘さし イヤホンなどの使用

12,000円12,000円 5,000円5,000円 5,000円5,000円

■問　保険医療課＊２１７２■問　保険医療課＊２１７２

　町では、国民健康保
険税の口座振替の原則
化を実施しています。
便利で確実な口座振替
納付にご協力をお願い
します。

主な反則金（例）主な反則金（例）

伊奈町ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）
　昨年１年間に、伊奈町ふるさと応援寄附金として、日本全国からたくさんのご寄附をいただきましたの
で、使い道別の申込件数と寄附金額を報告します。
　ご寄附をいただきました皆さまに、心より御礼申し上げます。いただいた寄附金は、ご寄附をされた方
が希望する使い道に沿った事業に活用させていただきます。

ありがとうございました

　今後も皆さまに愛され誇れる町であり続けられるよう、町の将来像である「これからも安心して住み続
けられる　ぬくもりのあるまち」を目指して、取り組んでまいります。
　引き続き、ご支援くださいますよう、よろしくお願いします。 ■問　企画課＊２２１６

　　　　　　　　　　　　　 使途   　　件数   寄附金額（円） 
①健康で長生き！なまちづくり 78 4,655,000
②伊奈町は若い町！子育て世帯に優しいまちづくり 156 5,418,000
③子どもたちが安心して学習できるまちづくり 138 5,951,000
④バラで伊奈町をPR！バラのまちづくり 28 712,000
⑤伊奈備前守忠次公って知ってる？観光のまちづくり 17 683,000
⑥国際交流で誰にとっても住みやすい町！多様性のあるまちづくり 10 453,000
⑦新たな賑わいを創出する新庁舎 6 204,000
⑧町長におまかせ 284 12,724,000
　　　　　　　　　　　　　 総計 717 30,800,000

える出来事でもありました。
　町では、年に１度、北・中・南の地区に分けて
輪番で防災訓練を実施しています。今年は南地区
８区による防災訓練を「ゆめくる」において１月
25日に実施することができました。上尾警察署・
陸上自衛隊・上尾市消防本部・伊奈町消防団・赤
十字奉仕団・医師会などのご協力をいただき、炊
き出し訓練をはじめ避難所開設など、本番さなが
らの訓練を実施することが出来たことは、大変勉
強になったことと思います。特に被災地へ災害派
遣された職員の体験講話には多くの方が参加して
いただきました。話の中で「万一に備え非常用品
を整え、普段からの共助が大切である。」との言
葉が印象に残りました。
　今年１年が災害の無い年でありますように祈る
とともに、町民の皆さまと力を合わせて「災害に
強いまちづくり」をさらに推進してまいりますの
で、ご協力の程よろしくお願いします。

　災害は、いつやって来るかわか
りません。地震の多い日本では、
自然災害に対処できるよう準備し
ておくことが必要です。今年に入っ

てから規模は小さいですが、日本各地で地震が頻
発していることに危険感を感じています。
　２年前に能登半島では、１月１日16時10分ごろ
に震度７の地震が発生し、大きな被害が出てしま
いました。当日は、実家に帰省し家族で過ごして
いた方も多くいたと思います。なぜそんな時に
と、自然災害の恐ろしさを計り知ることはできま
せん。お亡くなりになられた方のご冥福を心より
お祈り申し上げます。
　町では、１日も早い復興をと、石川県と連絡を
取り１月６日には、被災後最も早く、現地に物資
を届けることができました。素早い対応に被災地
では、大変喜ばれたことを思い出します。いつ起
こるか分からない災害に行政として、スピードを
持った対応が必要であるということを、改めて考
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防災訓練に学ぶ
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